
第Ⅲ章　豊かな感性を育む授業実践
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1　めざす子ども像

学ぶ意欲を大切にし,生涯スポーツの実践力を育てることが小学校体育に

おける中心的な課題となっている。このことは,子どもたち一・一人ひとりに運

動の楽しさや喜びを味わわせ,満足感や達成感を得させることによって,よ

り「運動好きな子ども」を育てていくことが求められているといえよう。こ

の「運動好きな子ども」こそ,本校体育科としてめざす子ども像であり,研

究のテーマや方法論は変わろうと普遍的に追い求めていく姿であると考えて

いる。「運動好きな子ども」の具体的な姿を以下のように考えた。

○自ら運動に取り組んでいる子ども

○自ら運動の仕方を工夫している子ども

○運動への自信を持っている子ども

○運動イメージ(特性,コツを見抜く力)が豊かな子ども

これら「運動好きな子ども」の姿に共通することは,運動に対し,主体的

に関わっているということである。換言すれば,その運動に価値を兄いだし

ているからこそ主体的に関われるといえよう。
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2　体育科における感性

感性は「価値あるものに気づく感覚」と定義される。運動に対し,主体的

に関わろうとする「価値あるもの」とは何か。本校体育科では,子どもの感

性がはたらく対象を,質的に3つに分類してみた。

1つめは,運動の魅力(独自の面白さ)にかかわるもの,2つめは,動き

や技にかかわるもの,3つめは,心情(態度)にかかわるものである。これ

らの対象に対して感性が触発

され,より広く,より深く気

づいていく姿を豊かな感性が

育まれていく姿ととらえてい

る。

豊かな感性が育まれていくこと,すなわち,価値あるものに対して,より

広く,より深く気づいていくためには,実践していく運動に対して,自分な

りのこだわりが必要であると考える。「うまくなりたい」「できるようになり

たい」「勝ちたい」など,自分なりのこだわりがその実現をめざして次のこ

だわりを生む。この繰り返しの中で,自分自身が納得するような実感をとも

なったわかり方をし,さらにうまくなっていく,できるようになってし、-くこ

と(自己実現)が大切にされなければならない。

こだわりの過程において,その実現のために切実な問題意識をもち,それ

を具現化しようとしたとき,内発的なめあてが生まれると考える。そうして

生まれためあてを解決することは,自分にとって切実なことであり,それを

追究することはおのずと学ぶ価値のあるものになる。

そうした過程の中で,「やってよかった」「本当に楽しかった」「またやり

たい」と思えるような実感を得る。そして,その経験を積み重ねていくこと

によって,運動好きになり,自ら学ぶ意欲をもち,生涯スポーツの実践力が

育つことにつながると考えている。

3　豊かな感性を育む体育科学習

そこで,次のような考えを柱にして,授業づくりに取り組んできた。

○　子ども一人ひとりの内面にある思いや考えを大切にする。

運動技術の習得過程において,知的な面(わかる)や心理的な面(やる気,

意欲,緊張,不安等)のはたらきが影響してくる。特に心理的な面のはたら

きは,子ども一人ひとりの心の状態や価値観によるところが大きい。子ども
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一人ひとりの内面にある思いや考えを大切にし,学習する仲間とともに高ま

る授業をめざす。

○　満足感・達成感のある授業づくりをする

「十分動いて気持ちがよかった」「すっきりした」という生理的満足感だ

けでなく,「やってよかった」「本当に楽しかった」「またやりたい」と思わ

せるような心理的満足感まで味わえるような授業づくりをする。

この2点をふまえ,子ども一人ひとりが「わかる・できる」喜びを味わう

ことをめざして,互いに見合い,教えあって学習する授業づくりを試みた。

豊かな感性を育む学習構想,授業づくりのポイントをまとめると以下の通

りである。

(1)学習の構想

学 習 の ス テ ッ プ め ざ す 子 ど も 像 (内 言 ) 教 師 の 役 割

1 . め あ て をつ か む ○　 具 体 的 で 切実 な め あ て を も ◎　 子 ど も との対 話 の 中 で思 い や

< 気 づ く ・感 じる >

2 . 解 決 の 見 通 しを も

て る子 ど も 願 高音 っ か み , 学 習 の共 通 課 題

・未 知 へ の あ こが れ, す なお を設 定 す る。 そ の際 , ひ と りひ

な 目, 感受 性 に富 んで い る。 と りの こだ わ りが もて る よ うな

「い い なあ 」 「す ごい な あ」 言 葉 で 提 示 す 右。

「きれ い だな あ 。」

「や って み た い な あ。」 etc.

○　 解 決 方 法 を兄 い だ してい る ○　 見通 しが もて な い子 ど もに対

つ 子 ども して は , 見通 しが もて る よ うに

< 想 像 す る ・考 え る >

3 . め あて を追 求 す る

・個 性 的 , 創 造 的 で あ る。 他 者 観 察 を促 した り, 教 材 の特

・自分 自身 の 世 界 を もっ てい 性 や 発達 段 階 に応 じた 問 い か け

る。, を した りす る。

「ど う した らで きる よ うに な る ん 「こ うい うや り方 もあ る よ」

だ ろ う ? 」 < 調節 >

「こ う した ら う ま くい くか な ? 」 非権 威 的態 度 で 。

「こ う してみ よ う。」etc.

○　 めあ ての 解 決 に向 か っ て 自

「こ う しな さい。」 … ×

○　 課題 追 求 の場 や時 間 の保 障 をく表 現 す る ・ 発 的 (能 動 的 ) に集 中 して取

実 践 す る >

4 . ふ りか え る

り組 む子 ども す る∵ また~, 子 とiも 自身 の追 求

・集 中的 , 自発 的 , 自立 的 を大切 にす る た め に , 指 示 や価

つ貨頭 してい る。 値 の押 しつ け をむ や み に行 わ な

「よ し, が ん ば るぞ 。」
「う ま くいか ない な。-　で もが ん ば

ろ う。」etc.
○　 自己 のめ あ て に対 して , 取

い 。

◎　 め あ て に対 して ふ りか え り新

< ふ りか え る > レJ 組 み を謙 虚 に見 つ め , そ れ た な め あ て が もて る よ うに す る

を新 た な めあ て に生 か す子 ど た め に, 発 屁 性 , 系 統 性 を ふ ま

も

・自己 の取 り組 み を謙 虚 に柔

え, 視 点 て 打 あそ 1三蕪ち した評

価 基 準 ) を示 して ふ りか え る こ

軟 に 見 つめ る。

「う ま くい っ た ぞ。 次 は こ う して

や って み よ う。」
「失 敗 だ った。 次 は, こ う して や

って み よ う。」

とが で き盲~ 、~舅 三す る。

(2)授業づくりのポイント

①　運動との出会わせ方
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子どもにとって運動の出会いは様々である。既に何度もやったことのある

運動もあれば,初めての運動もある。いずれにせよ,授業の中で,その運動

をどういう方向(技能習得,学び方の学習等)で追求していくかが大切なポ

イントとなる。子どもの実態を把握し,子どもの願い・欲求を満たすという

側面を大切にしながらも,教師が教えたいこと・気づかせたい価値に結びつ

けて,その方向づけを図る必要があろう。

②　学習集団の構成・組織化

個人が課題を追求する運動においても,集団が結果を競い合う運動におい

ても,集団のもつ意味は大きい。集団が,受容的で協力的であれば,個の考

えや想いは実現の方向に向かって広がっていくであろう。学習する単元の特

性を考慮して,学習集団を構成し,お互いに高まり合えるように組織してい

くことが大切であると考える。

③　技術構造への着目のさせ方

子どもたちの「もっとうまくなりたい」「できるようになりたい」という

願いを子ども自らの手で実現させるためには,励ましの言葉をかけるだけで

は十分ではない。また,教師が「もっともいい」と思える技術やコツを一方

的に与えたとしても,子どもにとって,それが実感のない,また,自分の課

題と結びついていなければ「つまらない」ものになってしまうであろう。運

動が「できなくてもよ・い」のでもなく,「できさえすればよい」のでもない。

自分自身が納得(実感をともなったわかり方)して,さらにうまくなってい

く,できるようになっていくことが大切にされるべきであろう。そのために

は,どんな運動をどんなふうに高めていくのか,その視点を提示し,子ども

に着目させる必要があると考える。

④　主体的に課題追求できる時間と場の保障

自分の求めるこだわりのあるものに向かって,必死になって体を動かして

試そうとし,自分のもちうる限りのイメージを膨らませ,そのイメージを再

構築しながら,よりよいものを求めていくことができるような活動の場と時

間が十分に保障されていなければならないと考える。

⑤　評価による次時の課題の明確化

自己の取り組みの結果が次の時間に生きることは,子どもが主体的に活動

していく上で大切である。そのためには,本時の取り組みを振り返り,次時

の課題が生まれるような授業の終末であることが大切であると考える。
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